
第 65 回北海道小学校長会教育研究旭川大会 

 

 

分科会運営者研修会（ハイブリッド開催版） 

 

第１回：＜全体会＞令和４年５月 10 日（火）13:30～1４:00 

・会同（ホテルライフォート札幌）と Web による hybrid 開催 

     ＜分科会ごとの打合せ会＞令和４年５月 11 日（水）～16 日（月） 

          ・事前日程調整の上、分科会ごとに Web 開催 

 

第２回：＜全体会＞令和４年７月５日（火） 14:30～15:00（予定） 

・Web 開催 

     ＜分科会ごとの打合せ会＞     15:10～16:10（予定） 

・＜全体会＞に引き続き、Web 開催 

 

臨 時：＜分科会ごとの打合せ会＞令和４年８月 17 日（水）～24 日（水） 

          ・事前日程調整の上、分科会ごとに Web 開催 

    

第３回：＜全体会＞令和４年９月８日（木） 15:15～15:35（予定） 

・会同（旭川トーヨーホテル） 

     ＜分科会ごとの打合せ会＞     15:55～17:00（予定） 

・分科会ごとに分科会場で会同による開催 
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第１回分科会運営者研修会次第 

 

《全 体 会》会同とWebによるhybrid開催  

日 時：令和４年５月10日(火) 13:30～14:00  （第１回理事研修会終了後） 

会 場：ホテルライフォート札幌・他 

参加者：道小役員、理事、大会実行委員長、運営責任者、趣旨説明者、事務局幹事、 

研究発表者(Web)、開催地司会者(Web)  

 

司会進行：研修部幹事 

１ 開会挨拶                         道小会長 

 

２ 研修部長挨拶                       道小研修部長 

 

３ 道小教育研究旭川大会 

⑴ 大会の開催について                   大会実行委員長 

研究指名理事 

 

⑵ 研究主題・研究副主題について              道小研修副部長 

 

⑶ 発表原稿（大会要項掲載用）作成について         道小研修部幹事 

・趣旨説明者と研究発表者との連携 

・地区、地域研究としての発表について 

・要項原稿執筆について 

 

⑷ 今後の日程等について                   

 

４ 閉会あいさつ                       道小副会長 

 

《分科会ごとの打合せ会》Web開催 

日 時：令和４年５月11日(水)～16日（月） 事前に日程調整の上、分科会ごとに開催（約60分） 

参加者：運営責任者、趣旨説明者、事務局幹事、研究発表者、開催地司会者 

 

司会進行：事務局幹事 

１ 事務局幹事（司会者）の挨拶   

２ 自己紹介（開催地司会者、運営責任者、趣旨説明者、研究発表者） 

３ 分科会の趣旨及び研究の視点についての説明（事務局幹事） 

４ 発表原稿原案の提示、発表内容及び構想についての説明（研究発表者） 

５ 意見交流（研究発表の改善と完成に向けて、研究討議の方向性、地区の成果と課題の明示等） 

６ 今後の予定と連絡体制について（事務局幹事）  

  ※ 第２回分科会運営者研修会までの業務内容と今後の日程 

  ※ 今後の連絡体制の確認 
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第２回分科会運営者研修会次第 改訂版 

 

日 時：令和４年７月５日(火) 14:30～16:10  （第２回理事研修会終了後） 

 

《全 体 会》Web開催 14:30～15:00 

参加者：道小役員、理事、大会実行委員長、運営責任者、趣旨説明者、事務局幹事、 

研究発表者、開催地司会者 

 

司会進行：研修部幹事 

１ 開会挨拶                         道小会長 

 

２ 研修部長挨拶                       道小研修部長 

 

３ 旭川大会の準備状況について                研究指名理事 

 

４ 確認・連絡事項                      道小研修副部長 

 ⑴ 本日の協議内容について 

⑵ 趣旨説明者・研究発表者・司会者等へのお願い（確認事項） 

⑶ 分科会シナリオについて 

⑷ 臨時分科会運営者研修会及び今後の日程等について  

 

５ 閉会挨拶                         大会実行委員長 

 

 

 

引き続き、Zoomのブレイクアウトルーム（予定）による 

《分科会ごとの打合せ会》Web開催 15:10～16:10 

参加者：運営責任者、趣旨説明者、事務局幹事、研究発表者、開催地司会者 

 

司会進行：事務局幹事 

１ 事務局幹事（司会者）の挨拶   

２ 研究発表の概要（趣旨説明者、研究発表者） 

３ 討議の柱、協議の内容についての検討 

４ 分科会進行シナリオについての意見交流（事務局幹事） 

５ 補助資料、発表機器の確認（事務局幹事） 

６ 今後の予定（事務局幹事） 

- 3 -



 

臨時分科会運営者研修会次第 

 

《分科会ごとの打合せ会》Web開催 

日 時：令和４年８月17日(水)～24日（水） 事前に日程調整の上、分科会ごとに開催（約60分） 

参加者：運営責任者、趣旨説明者、事務局幹事、研究発表者、開催地司会者、 

オンラインホスト、オンラインサブホスト・会場責任者・記録者（研究集録担当） 

 

              司会進行：事務局幹事 

 

１ 事務局幹事（司会者）の挨拶                      事務局幹事 

２ 研究討議の進め方についての確認 

⑴ 分科会進行シナリオの検討             事務局幹事 

 ⑵ 趣旨説明、研究発表のプレゼンテーションの検討   趣旨説明者、研究発表者 

⑶ 分科会のまとめと今後の課題のための「読み上げ原稿」の検討 

                           趣旨説明者 

３ 補助資料、発表機器の確認              事務局幹事 

４ 研究集録について                  事務局幹事 

５ 今後の予定                     事務局幹事 
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第３回分科会運営者研修会次第 改訂版 

 

日 時：令和４年９月８日(木) 15:15～17:00  （第３回理事研修会終了後） 

会 場：旭川トーヨーホテル及び各分科会場 

 

《全 体 会》旭川トーヨーホテル 15:15～15:35 

参加者：道小役員、理事、大会実行委員長、大会実行委員、運営責任者、趣旨説明者、事務局幹事、 

研究発表者、開催地司会者、オンラインホスト、 

オンラインサブホスト・会場責任者・記録者（研究集録担当） 

 

                       司会進行：大会実行委員会研修部長 

１ 開会の言葉                     大会副会長 

２ 挨拶                        大会会長 

大会実行委員長 

３ 大会実行委員紹介                  大会実行委員会事務局長 

４ 大会及び分科会運営に関する説明等 

⑴ 大会全般について                 大会実行委員会事務局長 

⑵ 分科会運営について                道小研修副部長 

⑶ 研究集録編集の手順                道小研修副部長 

５ 閉会の言葉                     大会副会長 

 

※それぞれの分科会場に移動 

《分科会ごとの打合せ会》各分科会場 15:55～17:00 

参加者：運営責任者、趣旨説明者、事務局幹事、研究発表者、開催地司会者、オンラインホスト、 

オンラインサブホスト・会場責任者・記録者（研究集録担当） 

 

              司会進行：事務局幹事 

１ 開会の言葉                                   事務局幹事 

２ 研究討議の進め方についての確認 

⑴ 分科会進行シナリオに沿った流れの確認       事務局幹事 

⑵ ハイブリッド開催に伴うオンライン環境確認      

・使用PCのWi-Fi接続確認               趣旨説明者・研究発表者 

・趣旨説明、研究発表プレゼンの動作確認       趣旨説明者・研究発表者 

・グループ討議のブレイクアウトルームの確認     第１記録者、第２記録者 

３ 分科会の運営概要・協議の進め方           事務局幹事 

４ 連絡事項                      事務局幹事 

・補助資料の確認 

・分科会記録について 

・研究集録について 

５ 質疑 

６ 閉会の言葉及び連絡                 事務局幹事 

   

※ なお、９月９日（金）（分科会開催当日）12：20頃から各分科会場にて最終打合せを、分科会終了

後にまとめの打ち合わせを10分程度行う予定です。 
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旭川大会 分科会運営に向けて 改訂版 

  

◇継承すべきもの 

 ○「分科会の充実こそが最大のおもてなし」という理念 

 ○ 分科会の充実を図る具体策 

  ①「発表内容の充実」 ②「参観型・参加型から参画型の分科会」 ③「分科会の討議内容を見やすくす

る工夫」 ④「共感を生み参加意欲を高める工夫」 ⑤「感染症対策に応じた討議の工夫」 

◇旭川大会に向けた道小としての基本的なコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 今後の研究大会の在り方を模索 

◇ 参会者の満足度を高める工夫～全連小・道小が研究大会運営する価値・意義を確認 

◇ 交流の意義～全道の校長をつなげ、職能向上に寄与することのできる団体としての道小 

○ 副主題の定着を図る大会、11分科会に変更して開催される２年目の大会 

  感染症対策に応じた分科会スタイルを試みる大会 

 ※ 校長の職能向上に資する研修の場としての観点から 

① 道内各地区校長会の情報交流の活性化 

② 参加者の意識を高め、参画型の分科会運営 

③ 参加者の視点に立った分科会討議の充実⇒『視覚化』 

④ 研究発表とグループ討議の関連性を考えた討議内容の焦点化と一体的な進行 

⑤ グループ討議の内容を生かした分科会のまとめと、次期大会への課題の設定 

⑥ 感染症対策に応じて討議を工夫し、研究の深まりを生むハイブリッド型分科会運営 

 

 １ 「発表内容の充実」…教育者としての信念と経営者としてのビジョン、校長としての役割と指導性 

  ＊発表者が達成感・充実感を得ることのできる記述と発表の工夫 

   ①分科会の課題や視点との関連性がわかる記述 

   ②今日的状況を踏まえた発表 

   ③効果的なプレゼンテーション 

 ２ 「参画型の分科会」の工夫…グループ討議の位置付け 

  ＊研究発表との関連性を生かし、参加と討議内容の充実感を得ることのできる構成の工夫 

   ①研究発表・研究課題に密接した具体的な柱立ての設定 

   ②柱立てに最適なグループ討議の工夫（キーワード・人数・座席・時間・まとめ・発表など） 

   ③参加者の課題性・集中度・充実感等を考慮した全体計画と柔軟な司会進行（司会２名の協働性） 

 ３ 「分科会の討議内容を見やすくする工夫（視覚化）」…プレゼン、チャット等 

  ＊進行状況のモニタリング機能を高める工夫 

   ①挙手ボタン、フリップの効果的な使用と組み合わせ（参加者の意思決定の場の位置付け） 

   ②討議の「今」を意識付ける実物投影機などの効果的な活用 

   ③プレゼンテーション画面などの視覚効果の活用 

 ４ 「共感を生み参加意欲を高める工夫」…ホームページ、自己紹介、グループ構成（討議） 

  ＊能動的・積極的な参加を促す工夫 

   ①道小ホームページなどを活用しての発信の強化 

   ②グループ構成の工夫とグループ司会者との協働の工夫（事前の発信など） 

   ③フリップなどを活用した交流の工夫と場の設定 

 ５ 「感染症対策に応じた討議の工夫」 

  ＊ ブレイクアウトルームによるハイブリッド型分科会運営の想定 

 

参画型の有り様 

質の深まり 

参画から視覚へ 

◇ 分科会の充実：「学校づくりのビジョンを語り合う場」「持ち帰ることのできる交流の成果」 
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領域 研究課題 発表地区

(1)子どもの自立や社会参加に向けた特別支援教育の推進
後志

宗谷13

(2)成長の連続性を生かした学校段階等間の接続・連携の推進

12

(2)多様な他者と協働する資質・能力を育む教育の推進

Ⅴ
教
育
課
題

社会形成

能　　力

社会形成能力を育む
教育活動の推進と校
長の在り方

(1)社会の発展に貢献する資質・能力・態度を育む教育活動の推進

空知11
(2)地域に愛着をもち、よりよい社会の創造に貢献する力を育む
キャリア教育の推進

社会との
連　　携

・
協　　働

家庭や地域等との連
携・協働、学校段階等
間の接続・連携の推進
と校長の在り方

(1)家庭や地域等と連携・協働を深め、創意ある教育活動を展開
する学校づくりの推進

自 立 と

共　　生

自立と共生の実現に
向けた教育活動の推
進と校長の在り方

10
(2)教職員の高い危機管理能力の育成と未然防止に向けた組織体
制づくり

Ⅳ
危
機
管
理

学校安全
命を守る安全教育・
防災教育の推進と校
長の在り方

(1)自ら判断し行動できる子どもを育てる安全教育・防災教育の
推進

オホーツク9
(2)家庭や地域・関係機関との連携・協働を図った組織的・計画
的な防災教育に関わる取組の推進

危機対応

様々な危機への対
応、未然防止の体制
づくりと校長の在り
方

(1)いじめ・不登校等への適切な対応と体制づくり
開催なし

これからの学校運営
を担うリーダーの育
成と校長の在り方

(1)学校教育への確かな展望をもち、優れた実践力と応用力のあ
るミドルリーダーの育成

開催なし8
(2)社会の変化に主体的にかかわり、自ら学び続ける管理職人材
の育成

Ⅲ
指
導
・
育
成

研　　究
・

研　　修

学校の教育力を向上
させる研究・研修の
推進と校長の在り方

(1)学び続ける教職員を目指し、資質・能力の向上を図る研究・
研修体制の充実

函館7

(2)「チームとしての学校」への参画意識を高める研修の推進

リーダー

育　　成

Ⅱ
教
育
課
程

知　　性
・

創 造 性

知性・創造性を育む
カリキュラム・マネ
ジメントの推進と校
長の在り方

(1)主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進
胆振

健やかな

体

健やかな体を育むカ
リキュラム・マネジ
メントの推進と校長
の在り方

(1)生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する資質や能力
を育てる教育活動の推進

十勝6

(2)健康で安全な生活を営む実践力を育てる教育活動の推進

(1)豊かな心を育む道徳教育の推進

(1)学校経営ビジョンの実現に向けた活力ある組織づくり

帯広5

(2)よりよい社会を創る人権教育の推進

豊 か な

人 間 性

豊かな人間性を育む
カリキュラム・マネ
ジメントの推進と校
長の在り方

根室2

(2)組織を活性化させるための具体的方策の推進

4

(2)知性・創造性を育む教育課程の編成・実施・評価・改善

評　　価
・

改　　善

学校教育の充実を図
るための評価・改善
の推進と校長の在り
方

(1)学校経営の組織的かつ継続的な改善に向けた学校評価の充実

第65回北海道小学校長会教育研究旭川大会　分科会一覧
　

分科会 研究の視点

Ⅰ
学
校
経
営

経　　営

ビジョン

創意と活力に満ちた
学校経営ビジョンの
策定と校長の在り方

(1)未来を見据えた魅力ある学校経営ビジョンの策定
札幌1

上川3

(2)教職員の資質・能力の向上に向けた人事評価の工夫

(2)学校経営ビジョンに基づく創意と活力に満ちた学校経営の推進

組　　織
・

運　　営

学校経営ビジョンの
実現に向けた活力あ
る組織づくりと校長
の在り方
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趣旨説明者 ①②臨③ 運営責任者　①②臨③ オンラインホスト　臨③

研究発表者 ①②臨③ 会場責任者　臨③ オンラインサブホスト・
記録者　臨③

札幌市・資生館小 釧路市・湖畔小 旭川市・新富小 旭川市・神居小

村　元　秀　之 秦　　　直　人 川　瀨　元　信 中　村　直　行
札幌市・北の沢小 旭川市・永山西小 札幌市・新琴似北小 旭川市・永山西小

齊　藤　八　起 千　葉　昌　之 下　山　弘　美 千　葉　昌　之
別海町・上西春別小 白糠町・庶路学園 旭川市・向陵小 旭川市・豊岡小

近　藤　　　康 齊　藤　　　超 里　村　　　徹 工　藤　嘉　宏
別海町・野付小 旭川市・新町小 札幌市・星置東小 旭川市・新町小

打　川　真由美 北　島　やよい 佐々木　雅　哉 北　島　やよい
東川町・東川小 旭川市・西御料地小 旭川市・神楽岡小 旭川市・愛宕小

南　部　和　紀 倉　本　格　克 成　瀬　隆　宏 横　山　市　子

富良野市・布部小中 旭川市・共栄小 北広島市・大曲小 旭川市・共栄小

田　畑　幹　夫 岸　　　政　継 工　藤　雅　人 岸　　　政　継
伊達市・東小 新ひだか町・静内小 旭川市・東五条小 旭川市・正和小

近　藤　大　作 玉　手　広　昭 三　浦　一　路 菅　野　聖　一
伊達市・有珠小 旭川市・愛宕東小 苫小牧市・ウトナイ小 旭川市・愛宕東小

柳　澤　君　彦 山　川　美千代 丹　野　靖　彦 山　川　美千代
帯広市・稲田小 江差町・江差小 旭川市・旭川小 旭川市・嵐山小中

野　中　利　晃 谷　口　光　伸 佐　藤　栄　一 大　垣　瑞　恵
帯広市・広野小 旭川市・北光小 札幌市・西野第二小 旭川市・北光小

新　川　和　範 菅　原　　　彰 児　嶋　大　輔 菅　原　　　彰
音更町・音更小 八雲町・八雲小 旭川市・旭川第一小 旭川市・永山東小

栗　原　賢　次 西　田　浩　人 吉　澤　重　光 市　丸　隆　則
陸別町・陸別小 旭川市・神楽小 札幌市・みどり小 旭川市・神楽小

阿　部　昌　己 荒　川　義　弘 里　館　　　大 荒　川　義　弘
函館市・高丘小 留萌市・留萌小 旭川市・旭川第三小 旭川市・近文第一小

新　山　　　亨 石　田　正　樹 三　木　勝　仁 鈴　木　康　弘
函館市・東山小 旭川市・江丹別小中 札幌市・藻岩小 旭川市・江丹別小中

永　井　貴　之 武　田　　　聡 西　村　裕　子 武　田　　　聡

遠軽町・生田原小 旭川市・近文第二小 旭川市・近文第二小 旭川市・陵雲小

信　田　雅　守 嘉　屋　裕　美 嘉　屋　裕　美 甲　斐　信太郎
置戸町・置戸小 旭川市・永山小 札幌市・幌西小 旭川市・永山小

佐　藤　章　博 千　葉　憲　史 村　上　智　樹 千　葉　憲　史

秩父別町・秩父別小 恵庭市・恵み野旭小 旭川市・雨紛小 旭川市・近文小

戸　澤　法　史 布　施　　　裕 山　口　真　希 西　分　健　二
岩見沢市・北村小 旭川市・忠和小 滝川市・滝川第三小 旭川市・忠和小

野　田　泰　史 鈴　木　由美子 西　田　篤　人 鈴　木　由美子
京極町・京極小 札幌市・手稲西小 旭川市・富沢小 旭川市・緑が丘小

中　田　恭太郎 猪　股　嘉　洋 大　野　昌　広 内　藤　奏　子
仁木町・仁木小 旭川市・末広北小 小樽市・朝里小 旭川市・末広北小

半　田　健　一 野　村　智　明 遠　藤　隆　典 野　村　智　明
浜頓別町・浜頓別小 鹿追町・通明小 旭川市・知新小 旭川市・啓明小

桜　井　和　則 小野田　年　克 伊　藤　文　江 清　水　忠　明
幌延町・幌延小 旭川市・北鎮小 札幌市・清田小 旭川市・北鎮小

塩  原　  　悟 石　塚　　　睦 稲　上　敏　男 石　塚　　　睦

2022/7/5

分科会運営者一覧【調整中】
①：第１回分科会運営者研修会（5/10～16）出席者
②：第２回分科会運営者研修会（7/5)      出席者
臨：臨時分科会運営者研修会　（8/17～24）出席者
③：第３回分科会運営者研修会（9/8）     出席者

研究
領域

分科会 研究課題
司　会　者
（大会開催地司会

　①②臨③）
（事務局幹事　①②臨③）

会　　　場

旭川トーヨー
ホテル
３階水晶

2
組　　織

・
運　　営

学校経営ビジョン
の実現に向けた活
力ある組織づくり
と校長の在り方

旭川トーヨー
ホテル
３階琥珀

1 経　　営
ビジョン

創意と活力に満ち
た学校経営ビジョ
ンの策定と校長の
在り方

旭川市民文化会館
３階大会議室

Ⅱ

4
知　　性

・
創 造 性

知性・創造性を育
むカリキュラム・
マネジメントの推
進と校長の在り方

旭川市民文化会館
２階第２会議室

5 豊 か な
人 間 性

Ⅰ

3
評　　価

・
改　　善

学校教育の充実を
図るための評価・
改善の推進と校長
の在り方

豊かな人間性を育
むカリキュラム・
マネジメントの推
進と校長の在り方

旭川市民文化会館
２階第３会議室

6
健やかな

体

健やかな体を育む
カリキュラム・マ
ネジメントの推進
と校長の在り方

旭川市民文化会館
３階第５会議室

Ⅲ

7
研　　究

・
研　　修

学校の教育力を向
上させる研究・研
修の推進と校長の
在り方

上川教育研修
センター
２階講堂

8 リーダー
育　　成

これからの学校運
営を担うリーダー
の育成と校長の在
り方

令和４年度は開催しません

Ⅳ

9 学校安全
命を守る安全教
育・防災教育の推
進と校長の在り方

旭川市ときわ
市民ホール

４階
多目的ホール

10 危機対応

様々な危機への対
応、未然防止の体
制づくりと校長の
在り方

令和４年度は開催しません

旭川トーヨー
ホテル

３階サファイア

　

旭川トーヨー
ホテル
２階珊瑚

12
自 立 と
共  　生

自立と共生の実現
に向けた教育活動
の推進と校長の在
り方

旭川トーヨー
ホテル

２階アゴーラ
Ⅴ

11 社会形成
能　　力

社会形成能力を育
む教育活動の推進
と校長の在り方

13 社会との
連携・協働

家庭や地域等との
連携・協働、学校
段階等間の接続・
連携の推進と校長
の在り方

学

校

経

営

教

育

課

程

指
導
・
育
成

危
機
管
理

教

育

課

題
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分科会運営者業務内容 改訂版 
 

１ 趣旨説明者（発表担当地区理事１名） 

⑴ 分科会当日までの業務 

① 研究発表者との連携を密にして、地区研究をもとに研究課題、分科会の趣旨、研究の視点

を明確にしておく。また、全国の発表内容も加味する。 

  ②  校長の指導性や関わりに焦点を当てた討議ができるよう方向付ける。 

  ③ 「分科会趣旨説明（プレゼンテーションデータと読み上げ原稿）」を作成する。 

  ④ 研究発表者・司会者と連携を密にし、研究の方向付けを行う。 

  ⑤ 研究発表者の発表内容をもとに、「研究討議のまとめと今後の方向（課題）」の原案（読

み上げ原稿）を事前に作成する。（次年度以降の研究を見通してまとめをする。） 

  ⑥ ８月の臨時分科会運営者研修会では、「分科会趣旨説明」「研究討議のまとめと今後の方

向（課題）」の最終的な内容確認を行う。 

⑵ 分科会当日の業務＜グループ討議の参加：なし（分科会場で他の参会者と一緒にブレイ

クアウトルームのグループを巡回し、全体協議Ｂに備える）＞ 

① 分科会の趣旨説明 

・「読み上げ原稿」をもとに、分科会の趣旨についてプレゼンテーション等を活用して視覚

的に説明する。（５分程度） 

・説明は、趣旨と視点１、２について、研究発表の内容を加味しながら行う。 

・読み上げ原稿は、最終的に修正したものを研究集録（「小学校教育」59号）担当記録者へ

渡す。 

② 分科会のまとめと今後の課題 

・事前に準備した「読み上げ原稿」に分科会の話し合いの内容も加味して、研究討議のまと

めと今後の課題を発表する。（10分） 

・研究討議のまとめと今後の課題は、分科会の研究の方向が見え、討議内容が各学校の実践

につながるような形でまとめる。 

・読み上げ原稿は、最終的に修正したものを、記録者へ渡す。 

③ 討議への助言 

・討議の方向が分科会の趣旨からそれないように助言する。 

 

２ 運営責任者（主に理事１名） 

⑴ 分科会当日までの業務 

① 研究発表者、趣旨説明者、司会者と連携して、各地区研究の充実と学校経営や教育課程編

成・実施・評価・改善に役立つ充実した分科会にするために、分科会業務の進行状況を把握

する。 

② 司会者と協力して、グループ編成、グループ司会者・記録者の選定と依頼を行う。 

③ 大会前日の第３回分科会運営者研修会では、会場責任者と連携を密に取り、以下のことを

把握し確認しておく。 

・ 分科会の会場の把握・・・テーブル配置・機器の配置など 

・ 主な発表内容・発表方法・分科会の時間配分等を把握し、使用機器の準備状況等を把握

- 9 -



 

しておく。 

・ 緊急時の対応及び分科会場の避難経路の確認をしておく。 

⑵ 分科会当日の業務＜グループ討議の参加：なし 分科会場で他の参会者と一緒にブレイ

クアウトルームのグループを巡回＞ 

① 分科会の運営を行う。 

② 分科会で運営に関して Web 参会者に説明をする。 

③ 分科会の時間配分に沿って運営されるよう配慮する。 

  ④ 分科会運営者に欠員が生じた場合は業務を兼務し補完する 

 ⑤ 当日の Web 参加予定者の欠席の対応（欠席する参加予定者→分科会ごとの連拓携帯電話→

会場責任者→運営責任者へ連絡が来る予定なので、担当幹事とも相談しながら欠席するグ

ループの司会者に連絡する。特にグループ討議の司会者、記録者が当日欠席した際には、

担当幹事と相談して対応する。例：代役を他のグループ参加者にお願いする、分科会運

営者に代わりをしてもらうなど） 

   

３ 研究発表者（発表担当地区１名） 
⑴ 分科会当日までの業務 

① 各分科会の昨年度までの発表資料や研究集録「小学校教育」58号（令和４年１月発行）、

今大会の研究主題・副主題・研究課題・研究の視点を明確に捉える。 

② 各分科会の趣旨にあった発表を準備する。特に、「仮説・実践・成果と課題」を区別す

ることと、校長の在り方を中心に構成する。 

③ 地区を代表した発表となるよう複数の実践をもとにまとめる。 

④ 校長会としての研究会であり、校長としての関わりを「学校の在り方、校長の在り方」

を中心に研究をまとめる。 

⑤ 原案の段階から、Ｅメールや電話などを利用して趣旨説明者や司会者と連携を取る。大

会要項の研究発表原稿を作成する。（大会要項執筆要領を参照） 

⑥ 討議してほしい柱を明確に示す。 

⑦ ８月の臨時分科会運営者研修会では、発表原稿をもとに、研究発表の概要を説明する。（各

分科会の趣旨にそって、「仮説・実践・成果と課題」や「学校の在り方、校長の在り方」を

中心に説明する。また、地区内においての組織的共同研究かつ、地区を代表した発表である

から、地区内の多様な実践の把握と集約をもとに説明する。） 

⑵ 分科会当日の業務＜グループ討議の参加：なし 分科会場で他の参会者と一緒にグルー

プを巡回＞ 

① 発表に際し、『仮説・実践・成果や課題』が明確になるように発表する。そのために、ま

ず主張点を明確にして結論や成果を先に話し、それから実践を端的に発表する。実践の詳し

い内容や補足的な説明は、討議の中で行うようにする。 

② プレゼンテーション等を活用して視覚的に発表する。（15分程度） 

③ 同じ地区内で共同研究を進めた校長先生にも、発表する機会を設定するなどの工夫も考え

る。 

④ 話し合いが深まる方向で、討議への関わり方を工夫する。 
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４ 司 会 者（開催地１名、事務局１名） 

⑴ 分科会当日までの業務 

① 大会主題・副主題の意図を理解する。 

       主題の趣旨、時代の背景、教育の流れ等の分析 

  ② 各分科会の昨年度までの発表（大会要項）・記録（集録）、及び今年までの全道各地区の

研究動向、全国大会の研究の動向を把握して、研究課題・趣旨・研究の視点（課題）を明確

にしておく。 

    ③ 司会者として、分科会充実（参画型・視覚型の分科会）のための役割を確認し、分科会の

充実に向け、意見がつながり、討議が深まるような討議形式を検討する。（グループ討議、

チャット・挙手ボタンなどによる意思表示、プレゼンテーションの活用等） 

    ④ 研究発表地区の研究の状況を把握する。 

    ⑤ 趣旨説明者及び研究発表者と発表内容の確認・進行シナリオなどについてＥメール等で連

絡を取り合い、準備を進める。 

    ⑥ 大会主題・副主題の意図を理解した上で、分科会運営概要、分科会討議資料を作成し、事

務局研修部へ提出する。分科会運営概要は道小ホ－ムページに掲載する。（事務局司会者） 

  ⑦ 運営責任者と協力して、グループ編成、グループ司会者・記録者（発表者）の選定と依頼

を行う。 

  ⑧ ８月の臨時分科会運営者研修会では、以下のことを行う。 

・各分科会の昨年度までの発表（大会要項）・記録（集録）、及び今年度までの全道各地区

の研究動向から、分科会での課題が何かを説明する。 

・分科会運営進行シナリオ(細案)を示し、分科会の基本的な流れを確認する。 

・分科会運営概要を示し、分科会における討議の柱や討議形式を明確にし、分科会討議にお

けるそれぞれの役割を確認する。 

⑵ 分科会当日の業務＜グループ討議の参加：なし （分科会場で他の参会者と一緒にブレ

イクアウトルームのグループを巡回し、全体協議Ｂに備える）> 

  ① ２名の司会者の役割分担について、「研究発表～全体協議Ａ」を開催地司会者、「グルー

プ討議～全体協議Ｂ」が事務局司会者を基本とするが、両名は終始研究討議に積極的に加わ

ると共に、互いに補完的な役割を担うようにする。 

② 分科会冒頭の挨拶で、司会者としての分科会討議に向けた熱い思いを伝える。 

③ 研究発表後、主張点を分科会の趣旨を踏まえながら端的にまとめる。 

④ 校長会の研究大会として、研究討議が内容的に深まるように配慮する。 

・研究討議に当たっては、研究の視点を参会者に明確に示す。 

・討議が、研究の視点からそれないように配慮する。 

・趣旨説明者のまとめや今後の課題（司会者の意図）が明確になるように意識して意見を求

める。 

・多くの参会者（同地区・異なった地区・似た実践・異なった実践等）が発表しやすいよう

に働きかける。（チャットや挙手ボタンなどの使用により、発表しやすい流れを工夫する。） 

   ・分科会グループ発表の際に、話し合いの意図を示すような簡潔なキーワードでフリップを

作成することを促す。 

・「参画型・視覚型の分科会」「討議内容の見える工夫」「共感を生み参画意欲を高める工
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夫」など、本大会の趣旨が伝わるような工夫を図る。 

  ⑤ 分科会場の記録写真撮影、データの保管（司会者２人で交代しながら対応） 

⑶ 分科会終了後 

①  分科会終了後、運営者と協力して、「分科会の記録（研修部提出用）」を作成する。こ

の記録をもとに第４回理事研修会（予定）で研修部長が発表する。キーワードと討議の内

容を記載する。作成した分科会の記録とともに、回収した「分科会グループ記録」（２ペ

ージ目のフリップも含む）のデータ、撮影した記録写真のデータを指定する道小クラウド

のフォルダに事務局司会者が道小研修部へ提出する。「分科会の記録（研修部提出用）」

は、後日開催される道小大会運営研修会においての「分科会のまとめと課題」の資料とな

る。 

②  「研究集録「小学校教育」59号の分科会記録の作成について協力する。研究集録執筆担

当の第２記録者が作成するにあたり、資料等について共有できるよう配慮する。その後は、

記録者と協力しながら作成を進める。 

 

５ オンラインホスト（開催地１名） 

  ※オンライン関係ではサブホストと協力して担当する 

⑴ 分科会当日までの業務  

① 分科会の会場設営レイアウト作成 

② 使用機器（マイク、録音（録画）、プロジェクター、スクリーン、PC、Wi-Fi 機器の確認 

③ 趣旨説明者、研究発表者の持ち込む PC の Wi-Fi 接続およびプレゼン動作確認（リハーサ

ルのサポート） 

④ 発表者のプレゼンが画面共有できなくなるような事態に備え、発表者のプレゼンをもとに

作成する PDF、読み原稿のデータを使った動作の確認 

⑤ グループ討議で使用するブレイクアウトルームのリハーサル、準備 

⑵ 分科会当日の業務＜グループ討議の参加：なし 分科会場でブレイクアウトルーム入退

室のサポート＞ 

① 会場設営 

② 機器の動作確認と設置、オンライン運営（主にホスト役） 

③ 会場の環境調整（換気、室温、照明等） 

④ Web 参加者が分科会にオンラインで入室した際に声をかけ、指示をする（名前表示等） 

⑤ ブレイクアウトルームに参加者を一斉に入室させるため、手動で６つのグループごとに参

加者を振り分けておく 

⑥ 時間になったらブレイクアウトルームから参加者が一斉に退出できるように操作する 

 

６ オンラインサブホスト・会場責任者・記録者（研究集録担当） 

（開催地１名） 

※オンライン関係ではオンラインホストと協力して担当する 

⑴ 分科会当日までの業務  

① 第１記録者と一緒に分科会場のオンライン環境の準備、通信状況確認 

② 分科会の Zoom 画面の録画、データの保存等の確認 
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③ 研究集録「小学校教育」59号作成までの手順確認 

④ 必要に応じて録音機の準備 

⑵ 分科会当日の業務＜グループ討議の参加：なし 分科会場でブレイクアウトルーム入退

室のサポート＞ 

① 趣旨説明、研究発表内容、研究討議、趣旨説明者によるまとめの記録（研修集録を執筆し

ていくためのものなので、当日は分科会の Zoom 画面の録画により対応することも可） 

② Web 参加者が分科会にオンラインで入室した際に第１記録者が声をかけるためのサポート

（名簿を見てチェックするなど）をする（ブレイクアウトルーム終了後も同様） 

③ オンライン運営補助（主にサブホスト役） 

  特に、ホスト機の通信状態が悪くなった時に、代わりを行えるようにサポートしておく 

④ 当日の Web 参加予定者の欠席、ブレイクアウトルームに入ることができない方への対応 

（事前に連絡先を Web 参会者に知らせておくので、分科会ごとのレンタル携帯を所持し、連

絡を受けた場合の対応をしていただく予定。欠席者に対しては運営責任者と幹事に連絡、

オンラインのトラブルについては、オンラインホストとともに説明をして対応する） 

⑤ ブレイクアウトルームに参加者を一斉に入室させるため、オンラインホストが手動で６つ

のグループごとに参加者を振り分けておくための補助をする 

⑥ 時間になったらブレイクアウトルームから参加者が一斉に退出できるようにオンラインホ

ストが操作する補助をする 

⑶ 当日以降の業務 

① 研究集録「小学校教育」59号の原稿執筆（３頁分） 

※ 他の分科会運営者と協力しながら執筆 

※ 分科会記録要領参照 

② 録画・録音データ等の確認・保管…記録したデータも基にしながら原稿を執筆 

- 13 -



分科会運営業務のスケジュール 改訂版 

４月～５月 

〇分科会の研究課題・視点をとらえ、趣旨説明者と連携しながら、研究発表の内容を構

想（研究発表者） 

〇分科会の趣旨説明の構想（趣旨説明者） 

〇大会要項原稿執筆開始（研究発表者） 

◆第１回分科会運営者研修会＜全体会＞（5/10） 

◆第１回分科会運営者研修会＜分科会ごとの打合せ会＞（5/11～16） 

 ・発表原稿原案の提示（研究発表者）と意見交流 

以降、分科会運営者メンバー間で適宜連携をとりながら執筆等を進める。 

６月中旬 〇分科会進行シナリオ作成開始（事務局幹事、開催地司会者） 

下旬 
〇大会要項原稿の検討（Ｅメール等により、適宜運営者メンバー間で） 

〇研究発表者、趣旨説明者への使用機器調査 

７月初旬 

〇大会要項原稿提出①（〆7/4）（研究発表者→事務局幹事）、事務局幹事は内容精査 

◆第２回分科会運営者研修会＜全体会＞＜分科会ごとの打合せ会＞（7/5） 

 ・研究発表原稿の最終確認、趣旨説明者の説明内容の検討 

・討議の柱（研究の視点）、討議の内容についての検討 

・分科会進行シナリオの検討 

・補助資料の検討、発表使用機器の確認 

中旬 

〇大会要項原稿提出②（〆7/11）（事務局幹事→道小研修部要項担当者） 

〇大会要項原稿を実行委員会へ提出（研修部要項担当者） 

〇分科会参加者名簿確認（分科会運営者メンバーで） 

〇分科会グルーピング、グループ司会者・記録者の依頼（運営責任者、司会者） 

〇分科会討議資料、分科会の手引き提出（〆7/15）（事務局幹事） 

〇大会要項原稿入校 

下旬 
〇分科会使用物品確認、提出（分科会運営者メンバーで確認、事務局幹事から提出） 

〇大会要項１次校正 

８月初旬 〇大会要項２次校正（道小５役を含む） 

中旬 

〇大会要項３次校正 

◆臨時分科会運営者研修会＜分科会ごとの打合せ会＞（8/17～24） 

 ・趣旨説明、研究発表の内容（プレゼン）の確認、補助資料の確認 

・分科会のまとめ読み上げ原稿確認（趣旨説明者） 

・分科会進行シナリオの内容確認 

下旬 

〇大会要項完成、発送 

○趣旨説明・研究発表用プレゼンテーションデータと読み上げ原稿データを後日指定す

るフォルダ（道小クラウドを想定）に格納（〆8/31）（事務局幹事） 

○研究発表の補助資料がある場合、データを趣旨説明者、運営責任者、司会者、事務局

幹事に送付（〆8/31）（研究発表者） 

９月初旬 

○分科会グループ討議名簿、分科会討議資料、分科会の手引き、補助資料（ある場合）

のデータを分科会参加者に送付（事務局幹事） 

○分科会記録データをグループの記録者に送付（事務局幹事） 

〇分科会進行シナリオ完成（事務局幹事、開催地司会者） 

◆第３回分科会運営者研修会＜全体会＞＜分科会ごとの打合せ会＞（9/8） 

 ・趣旨説明、研究発表プレゼンのオンライン送信、ブレイクアウトルーム等の動作確  

  認 

・分科会のまとめ読み上げ原稿提示（趣旨説明者） 

・分科会進行シナリオの確認 

●第 65回北海道小学校長会教育研究旭川大会（9/9） 

〇最終修正した分科会の趣旨説明・まとめ読み上げ原稿を記録者へ送付（趣旨説明者） 

○分科会グループ記録の作成（〆9/13）→事務局幹事に提出 
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○分科会記録の作成（〆9/15）（分科会運営者・事務局幹事） 

○分科会写真データの送付（〆9/15）→事務局幹事に提出 

○分科会グループ記録、分科会記録、分科会写真データを研修部が指定するフォルダ（道

小クラウドを想定）に格納（〆9/16）（事務局幹事） 

〇研究集録原稿作成開始（集録担当記録者） 

10月 
〇研究集録原稿提出①（〆10/3）（記録者→事務局幹事）、事務局幹事は内容精査 

〇研究集録原稿提出②（〆10/11）（事務局幹事→道小研修部集録担当者） 
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趣旨説明者･研究発表者･司会者（事務局幹事）へのお願い 

                                      改訂版 

【 趣旨説明者 】 

１ 分科会の趣旨説明（５分程度）のための「プレゼンテーション」「読み上げ原稿」の作成 

⑴ 研究発表の内容を加味しながら、趣旨と視点（１、２の両方について触れる）を作成する。 

 ⑵ ７月５日（火）の第２回分科会運営者研修会において趣旨説明の概要を提示する。 

 ⑶ 研究発表者、司会者とＥメール等で内容検討を図りながら作成をする。 

⑷ プレゼンテーションと読み上げ原稿は、臨時分科会運営者研修会（８月 17 日（水）から８

月 24 日（水）の期間、分科会ごとに Zoom 開催）までに完成をさせ、内容確認をし合う。最

終修正したプレゼンテーションをもとにした PDF データと読み上げ原稿のデータは、８月 31

日（水）までに、担当幹事まで送付する。 

 ⑸ 分科会当日は、サブホスト機を使ってオンラインで PDF データを画面共有しながら視覚的

に説明する。（PDF データを使用するため、アニメーション動作は使用できない） 

 

２ 分科会のまとめと今後の課題（10 分）のための「読み上げ原稿」の作成 

⑴ 昨年度までの大会の集録等を参考に、今回の発表内容を踏まえて予想される成果と課題につ

いて原稿を作成しておく。 

 ⑵ 研究発表者及び司会者（担当幹事含む）と十分に連絡を取り合いながら作成を進める。 

 ⑶ ８月 17 日（水）から８月 24 日（水）の臨時分科会運営者研修会で提示し、内容を検討する。 

⑷ 当日は、事前に準備した原稿に分科会の話し合いの内容も加味して、まとめとする。 

⑸ 読み上げ原稿は、最終修正した上で、会場記録者へ渡す。 

 

３ 趣旨説明発表のための使用機器について 

⑴  大会実行委員会が、オンラインのために用意するパソコンが分科会ごとにそれぞれ２台あ

る。趣旨説明者は、そのうちのサブホスト機を使って、プレゼンの PDF データをオンライ

ンによる参加者に対して画面共有を通じて説明する。 

    ※PDF データは担当事務局幹事が持ち込むので、趣旨説明者個人のパソコンを分科会場に

持ち込む必要はない。 

 

【 研究発表者 】 

１ 大会要項原稿の作成 

 ⑴ 「校長が果たすべき役割や在り方」を究明することに力点を置いた提言とし、「地区を代表し

た発表」となるよう作成する。 

 ⑵ 趣旨説明者及び司会者と十分に連絡を取り合いながら作成を進める。 

 ⑶ ５月 11 日（水）～16 日（月）の第１回分科会運営者研修会（分科会ごとの打合せ会）にお

いて、研究発表の内容及び構想を説明し、発表原稿の原案（未完で構わない）を提示する。 

 ⑷ 大会要項原稿は、７月４日（月）までに完成をさせ、事務局司会者（道小分科会担当幹事）

へ提出する。７月５日（火）の第２回分科会運営者研修会で最終確認した後、事務局司会者は

内容を精査の上、７月 11 日（月）までに道小研修部大会要項担当者へ提出する。 

 

２ 分科会の研究発表（15 分程度）のための「プレゼンテーション」「読み上げ原稿」の作成 

⑴ 趣旨説明の内容を受けて、大会要項原稿をもとに、作成する。 

 ⑵ 趣旨説明者、司会者（担当幹事含む）とＥメール等で内容検討を図りながら作成をする。特
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に、趣旨説明のプレゼント内容が重ならないように確認する。 

⑶ プレゼンテーションと読み上げ原稿は、臨時分科会運営者研修会（８月 17 日（水）から８

月 24 日（水）の期間、分科会ごとに Zoom 開催）までに完成をさせ、内容確認をし合う。最

終修正したプレゼンテーションをもとにした PDF データと読み上げ原稿のデータは、８月 31

日（水）までに、担当幹事まで送付する。 

 ⑷ 分科会当日は、サブホスト機を使ってオンラインで PDF データを画面共有しながら視覚的

に説明する。（PDF データを使用するため、アニメーション動作は使用できない） 

 

３ 補助資料の作成（必要に応じて） 

⑴ 分科会で補助資料の配付が必要となる場合は、趣旨説明者、司会者とメールなどで内容の検

討を図りながら作成をする。 

⑵ 補助資料は、８月 17 日（水）から８月 24 日（水）の臨時分科会運営者研修会で確認をして

８月 31 日（水）までに担当幹事まで送付する。 

 

４ 研究発表のための使用機器について 

⑴  大会実行委員会が、オンラインのために用意するパソコンが分科会ごとにそれぞれ２台あ

る。研究発表者は、そのうちのサブホスト機を使って、プレゼンの PDF データをオンライ

ンによる参加者に対して画面共有を通じて説明する。 

    ※PDF データは担当事務局幹事が持ち込むので、趣旨説明者個人のパソコンを分科会場に

持ち込む必要はない。 

 

【 司会者（事務局幹事）】 

１ 分科会業務の推進役 

 ⑴ 分科会業務の推進役として、各運営者と連携を図りながら業務の円滑な推進に努める。 

 ⑵ 分科会運営者研修会における各分科会打合せの司会進行を行う。 

 

２ 大会要項原稿の作成協力と内容の精査 

⑴ 研究発表者と十分に連携をとりながら作成の協力をする。 

⑵ 研究発表者から提出（〆７月４日（月））された原稿を７月５日（火）の第２回分科会運営

者研修会で最終確認し、更に事務局幹事が内容を精査した上で、７月 11 日（月）までに道小

研修部大会要項担当者へ完成原稿を提出する。 

 

３ 「分科会討議資料」「分科会の手引き」の作成 

⑴ 分科会の趣旨、研究の視点、これまでの成果と課題、研究発表の要旨、討議の柱等を記載し

た「分科会討議資料」を作成し、７月 15 日（金）までに道小研修部担当者へ提出する。 

 ※詳細は、第 5 回事務局研修会で提案する 

⑵ 分科会の流れや進め方、グループ討議の流れや進め方を記載した「分科会の手引き」を作成

し、７月 15 日（金）までに道小研修部担当者へ提出する。 

※詳細は、第 5 回事務局研修会で提案する 

 

４ 「分科会進行シナリオ」の作成 

⑴ 開催地司会者、趣旨説明者、研究発表者と連絡をとりながら、「分科会進行シナリオ」を作

成する。 

⑵ ７月５日（火）の第２回分科会運営者研修会で原案を提示する。 

⑶ 修正したものを８月 17 日（水）から８月 24 日（水）の臨時分科会運営者研修会で再度検討
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する。「分科会進行シナリオ」完成版は、９月８（木）の第３回分科会運営者研修会で配付

する。 

 

５ 分科会グループ討議のグループ編成 

⑴ 開催地司会者、運営責任者と協力して、グループ編成、グループ司会者・記録者（発表者）

の選定と依頼を行う。７月中旬予定 

   決まった内容を７月 29 日（金）までに道小研修部担当者へ提出する。 

 

６ 分科参加者への資料データの送付 

 ⑴ 「グループ編成名簿」「分科会討議資料」「分科会の手引き」「補助資料（ある場合）」  

・分科会参加者全員に９月５日（月）ころ送付する。 

 ⑵ 「分科会グループ記録」 

・グループの記録者に９月５日（月）ころデータを送付する。 

 

７ 分科会終了後、各種記録を提出 

⑴ 「分科会の記録（研修部提出用）」 

・分科会終了後、９月 15 日（木）までに分科会運営者と協力して作成する。この記録をもと

に第４回理事研修会（を想定）までに研修部で「研究のまとめ」を作成し、研修部長が発表

する。分科会で発表されたキーワードと討議の内容を簡潔に記載する。  

⑵ 「分科会グループ記録」 

・グループの記録者に送付した「分科会記録メモ」に各グループの記録を簡単にまとめてもら

い、9 月 13 日（火）までに送付してもらう。 

⑶ 「写真データ」 

・分科会場の全体風景、分科会のオンラインの様子など 10 枚程度撮影することを、当日司会

者同士で確認し、分担する。（臨時分科会運営者研修会で確認する） 

※ ⑴～⑶は、９月 16 日（金）までに研修部が指定するフォルダ（道小クラウドを想定）に格納

する。 

これらの記録をもとに、第４回理事研修会（を想定）研修部長が発表する資料が作成される。 

 

８ 研究集録「小学校教育」59 号の分科会記録の作成協力と内容の精査 

⑴ 研究集録執筆担当の記録者と十分に連携をとりながら作成の協力をする。 

⑵ 記録者から提出（〆10 月３日（月））された原稿の内容を精査し、10 月 11 日（火）までに

道小研修部研究集録担当者へ完成原稿を提出する。 
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第65回北海道小学校長会教育研究旭川大会 

研究発表原稿執筆要領 

        

１  原稿執筆の依頼内容 

大会要項掲載用「研究発表原稿」 

 

２ 原稿執筆にあたって 

⑴ 研究のまとめ方 

① 大会主題を踏まえて研究を進める 

   「自ら未来を拓き ともに生きる豊かな社会を創る 

日本人の育成を目指す小学校教育の推進」 

  

② 副主題設定の理由を踏まえて研究をまとめる 

   「ふるさとに誇りと愛着をもち 

ともに未来社会の創造に挑戦する子どもを育てる学校経営の推進」 

⑵ 発表内容 

① 校長のリーダーシップ 

        「視点」にある「校長が果たすべき役割や在り方」を究明することに力点を置いた提言とし、

校長の指導性や職責を明らかにする。 

 ② 協働性 

        個人の研究発表ではなく、研究基盤となる各地区校長会一人一人の力を結集した提言や各地区

校長会で検証された提言とする。 

 
 

３ 執筆内容の構成について 
 

【 Ⅰ 趣  旨  】…分科会の研究課題と研究発表地区の実情や実態に照らして、研究内容の趣旨

を記述する。「研究主題、副主題、分科会の研究課題、趣旨及び研究の視点」

（通称「水色冊子」）に記載されている＜分科会の趣旨＞のような一般的な

ものからの抜粋ではなく、地域の関わる文言や実情を色濃く出し、以降の【Ⅱ 

研究の概要】【Ⅲ まとめ】の背景になっているということが伝わるように

書かれるよう配慮する。 

【 Ⅱ 研究の概要 】…例えば、研究の経緯、研究の視点との関連、研究の方法、研究課題や内容及

び具体的取組、校長（会）としての役割・取組、研究（取組）の結果及び変

容など 

  

【 Ⅲ ま と め 】…例えば、成果と課題、今後の展望と見通し、改善のポイントなど  

 

４ 発表原稿の仕様について   

⑴ 原稿の提出様式 

① 文字数   （26文字×46行×２段組）×３枚 

② 形 式   第64回石狩・千歳大会要項を参照。 

＊昨年度の石狩・千歳大会の大会要項は、道小ＨＰ（http://www.dousho.jp/）

で確認できる。 
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⑵ 執筆の仕方について 

 ① １ページ目 上部８行はタイトルスペースとし、次のことを記載する。（１行と８行は罫線） 

装飾等はする必要はない。ベタうちでよい。 

   ＊ 分科会名 「研究課題」  

  ＊  研究発表タイトル サブタイトル（あれば） 

      ＊  発表者 地区名 所属校名 名前 

    （学校名、個人名で作字が必要な場合、その文字が明記された資料を添付すること。      

印刷物やコピーでも可） 

  ② 本文の開始 

    11行目から記載する。ただし、「Ⅰ 趣旨」のタイトルに２行分割く。 

   ③ 文字・文体 

   ア 文字は、10.5ポイント、フォントは、MS明朝及びMSゴシックのみとする。 

イ 読点は「、」とする。 句点は「。」 

   ウ タイトルの最後には句点「。」を打たない 。 

   エ 常体（○○である。○○と考える。）を用いる。 

 

⑶ 執筆原稿はパソコン使用とする。 

    使用ソフトは「ワード」か「一太郎」とする。 

 

⑷ ページ数 Ａ４版３枚とする。（大会要項３ページとなる） 

 

⑸ 番号、記号の表記について 

    次の表記とする。これを守っていただくことで、その後の校正が非常に楽になります。 

 

 Ⅰ 

 

 １ 

 

⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア 

 

 

 ･･･ 全角ローマ数字   ※ 文字の書き出しは１文字あける。 

 

 ･･･ 全角算用数字    ※ 文字の書き出しは１文字あける。 

 

 ･･･ 全角記号      ※ 文字の書き出しは１文字あける。 

 

 ･･･ 全角丸囲み算用数字 ※ 文字の書き出しは１文字あける。  

             

 ･･･ 全角カタカナ      ※ 文字の書き出しは１文字あける。 

             

 

 

⑹ 数字について 

   基本的に全角とする。ただし、２桁以上の数字、小数点のある数字については半角とする。 

⑺ 表記について 

   「用字用語例」（北海道小学校長会情報部・研修部）を参照する。（道小ＨＰで確認できる。） 
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５ 執筆上の留意点 
⑴ 図表は原稿の中に入れてよいが、基本的に写真は使用しない。写真は、補助資料に入れる。 

⑵ 研究発表者と趣旨説明者が十分連携を図りながら原稿作成に当たる。 

⑶ 用字用語例は、別紙とするので、事前に一読しておく。文体は、常体とする。 

⑷ 文字サイズ、字体、飾り文字等は、研修部で一括印刷業者に指示する。 

 

６  提出期限、送付先 

１回目：令和４年７月４日（月） 

研究発表者は、事務局司会者（道小分科会担当幹事）へ電子データで提出する。 

２回目：令和４年７月11日（月） 

事務局司会者は内容を精査の上、７月11日までに道小研修部大会要項担当者へ電

子データで提出する。 
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大会要項 表記要領 （原稿執筆用） 

１ 番号の打ち方 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ・・・ １ ２ ３・・・ ⑴ ⑵ ⑶・・・ ① ② ③・・・ ア イ ウ・・・ 

 

２ 番号の後には「．」などは入れない。スペースとする。 

  (例）  ×「８．・・」    ○「８ ・・・」 

 

３ 横書きの句点は「，」ではなく「、」とする。 

 

４ タイトルの最後に「。」はつけない。 

 

５ 表記については、「用字用語例」（北海道小学校長会情報部・研修部）を参照する。（道小ＨＰ

で確認できる。） 

  ＜内容の一例＞ 

  ・あいさつ → 挨拶 

  ・このごろ → この頃 

  ・子供 → 子ども 

  ・わかる → 分かる 

  ・取り組み  → 取組（名詞の場合）、  → 取り組み（動詞の場合）  

  ・めざす → 目指す(漢字表記) 

  ・身につける、位置づける → 身に付ける、位置付ける  

  ・ひとりひとり → 一人一人 

  ・あり方 → 在り方 

  ・かかわる → 関わる 

  ・はぐくむ → 育む 

・もつ → 持つ「かばんを持つ」「財産を持つ」 

      もつ「思い」や「意欲」「感情」などは、もつ（ひらがな表記） 

  ＊接続詞 → 原則ひらがな…あるいは、したがって、ただし、なお、また 

         漢字表記のもの…又は、若しくは、及び、並びに 

  ＊接続詞の場合は「ひらがな」、副詞の場合は「漢字」 

       → 「さらに・更に」「おって・追って」「あわせて・併せて」 

 

  

※ 引用する図中や表中はそのままとする。 

 ※ 文字ポイント、字体等は入稿時に研修部で指定する。 
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第○分科会 研究課題：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

研究発表  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

○○地区  ○○○立○小学校  ○ ○ ○ ○ 

 

Ⅰ 趣旨 ※ 0.5ページ程度 

 

○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○、○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○。 

 

Ⅱ 研究の概要 ※ ２ページ程度 

 

１ ○○○○ 

⑴ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

① ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

② ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 ア ○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 イ ○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

２ ○○○○ 

⑴ ○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○

○○○、○○○○○○○○○○○○○。 

① ○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

② ○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○。 

 ア ○○○○○○○○○○ 

 イ ○○○○○○○○○○ 

  ウ ○○○○○○○○○○ 

３ ○○○○ 

⑴ ○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○、○○○○○○○○○○○。 

① ○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

② ○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○、○○○○○○。 

 

４ ○○○○ 

⑴ ○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○、○○○○○○○○○○○。 

① ○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○。 

② ○○○○○、○○○○○○○○○○、○○○○○○

○○○○、○○○○○○、○○○○○○○○。 

⑵ ○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○、○○○○○○○○○○○。 

① ○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

Ⅲ まとめ ※ 0.5ページ程度 

 

１ 成果 

⑴ ○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○、○○○○○○○○○○○。 

⑵ ○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○、○○○○○○○。 

⑶ ○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

２ 課題 

⑴ ○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○、○○○○○○○○○○○。 

⑵ ○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○、○○○○○○○。 

⑶ ○○○、○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○

○○○○、○○○○、○○○○○、○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

Ⅰ 趣旨 

分科会の研究課題と研究発表地区の実情や

実態に照らして、研究内容の趣旨を記述する。

「研究主題、副主題、分科会の研究課題、趣旨

及び研究の視点」（通称「水色冊子」）に記載さ

れている＜分科会の趣旨＞のような一般的な

ものからの抜粋ではなく、地域の関わる文言

や実情を色濃く出し、以降の【Ⅱ 研究の概

要】【Ⅲ まとめ】の背景になっているという

ことが伝わるように書かれるよう配慮する。 

原稿イメージ 
① 「校長が果たすべき役割や在り方」を究明することに力点を置いた提言とする。

② 個人の研究発表ではなく、地区校長会で検証された提言とする。 

※ 研究発表者と趣旨説明者が十分連携を図りながら原稿作成に当たる。 
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Ⅱ 研究の概要 

例えば、研究の経緯、研究の視点との関

連、研究の方法、研究課題や内容及び具体

的取組、校長（会）としての役割・取組、

研究（取組）の結果及び変容など 

１２３４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

Ⅲ まとめ 

例えば、成果と課題、今後の展望と見通

し、改善のポイントなど 
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第65回北海道小学校長会教育研究旭川大会 

分科会 進行シナリオ（例）ハイブリッドバージョン 

 
時刻 進 行 内 容 担  当 内      容 

 
12:30 

 

 

 

12:45 

 
 
 
 

13:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 入室開始 

 

 

 

グループの司会者記
録者との打合せ 

 

 

 
１ 開会の言葉 
 

２ 担当者の紹介 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 司会者挨拶 
 
 
 
４ 日程と討議の進

め方説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 会場責任者 

 

 

 

後半司会者 

 

 

 

 
運営責任者 

   

運営責任者 

  
     
 
     
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会者２名 
 
 
 
前半司会者 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○（入室された先生方に）△△小学校の○○先生、よろしくお願いします。（
画面の表示をグループ名、小学校名と自分の名前になるように変更してくだ
さい。例： A △△小 ○○○○ ） 

 

○開会15分前になりました。グループの司会、記録に当たっている先生方は、 

カメラをONにして顔を見せてください。（その場でごあいさつと簡単な打合
せを行い、「分科会の手引き」「分科会グループ記録」の内容を確認する） 

 

 

○定刻になりました。第（ ）分科会の研究討議を始めます。 
 

○当分科会の運営担当者を紹介します。 

○趣旨説明者は （ ）立（ ）小学校（ ）校長先生 

研究発表者は （ ）立（ ）小学校（ ）校長先生 

司会者は   （ ）立（ ）小学校（ ）校長先生 

（ ）立（ ）小学校（ ）校長先生 

記録者は   （ ）立（ ）小学校（ ）校長先生 

       （ ）立（ ）小学校（ ）校長先生 

運営責任者は、私、（ ）立（ ）小学校（ ）です。 

 

○では、司会の先生にご挨拶をお願いし、以後は進行をお願いいたします。 

 

○ご紹介いただきました、前半の司会を務めます（ ）立（ ）小学校（ ）
です。後半の司会を務めます（ ）立（ ）小学校（ ）です。 

(簡単な自己紹介や抱負など) 
 

○本日の日程と討議の進め方について説明いたします。 

 
○本日の分科会は、 

①趣旨説明を5分程度、 

②そして、研究発表に15分程度、 

③研究発表に関わる質疑応答、意見・感想等、そのあとのブレイクアウトル
ームでのグループ協議の説明を含む全体協議Ａは、14：00までをめどに行
います。 

 その後の10分間の休憩中に、ブレイクアウトルームでそれぞれのグループ
に入っていただきます。 

④研究発表及び討議の柱に基づくグループ討議を行います。 

 グループごとに休憩をとっていただいて、 

⑤15：10よりグループの発表を行います。 

⑥最後に討議のまとめを趣旨説明者の先生より行います。 

⑦終了時刻は16：05を予定しています。 

 
○グループ討議の進め方につきましては、事前にデータで送付した「分科会討
議資料」に記載されている「分科会の手引き」に示しておりますので、それ
を基に進めてください。グループ討議では、事例や取組のみを取り上げるの
ではなく、校長の役割や指導性についての討議をお願いいたします。 

 
○グループ討議終了後は、全てのグループに発表していただきます。グループ
の記録の方が（５）分程度にまとめて説明してください。なお、（A、B、C

…）グループは視点１に基づく内容を、（D、E、F…）グループは視点２に
基づく内容を中心に発表願います。よろしくお願いいたします。 

 

○次に、「分科会討議資料」についてご説明いたします。 

 

○「分科会討議資料」に示していますのは、分科会の趣旨や研究の視点をまと
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13:10 
 
 
 
 
 
 
 
 

13:15 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
13:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:50 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※チャット機能の
活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 趣旨説明 

（５分程度） 
 

 

 

 

 

 

 

６ 研究発表 
（15分程度） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
７ 全体協議Ａ 

 （質疑応答等） 
（20分間） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

８ ブレイクアウト
ルームによるグ
ループ討議の説
明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半司会者 

 

 

 

  趣旨説明者 
   

 

前半司会者 
 
前半司会者 

 
 
 
 
 

 

 

研究発表者 
 

 

前半司会者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前半司会者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めたものです。この後の趣旨説明を聞く際に参考になさってください。 

 

○「分科会討議資料」には、研究発表の要旨と聞き取ったことをメモする欄を
設けてあります。発表を聞きながら、「有効な取組」「疑問点・改善点」な
どの観点からメモを取っていただき、分科会の充実・活性化につなげていき
たいと考えます。 

 

○休憩ですが、全体協議Ａの後に10分間の時間をとります。グループ討議中に
おきましても、適宜グループごとに休憩をとってください。 

 

○さて、今年度はせっかくのオンラインによるグループ討議となりますので、
研究討議の見える化、活性化を図るためにZoomの「チャット機能」を使用し
ます。どうぞご協力ください。 

 試しに、練習してみましょう。質問をしますので、その内容についてチャッ
ト欄に回答やコメントを記入し送信してください。 

※やわらかい質問を行い練習する。 

 

Ｑ１）・・・・・・・・・・ 

    

 

○それでは、趣旨説明に入ります。（ ）立（ ）小学校（ ）校長先生、分
科会の研究課題・趣旨・研究の視点について説明をお願いいたします。 

 

 

 趣  旨  説  明  パワーポイントの画面共有 
 

 

○（ ）校長先生、ありがとうございます。 

 

○これより研究発表にうつります。発表をお聞きになって、自校の課題との関
係など思い浮かぶことがあるかと思います。そこで、「分科会討議資料」を
活用してお聞きいただき、思い浮かんだ質問やご意見などを、先ほど練習し
たチャット欄に記入して送信してください。それらをもとに、質疑応答を行
いますので、どなたも1回はお書きください。それでは、（ ）立（ ）小
学校（ ）校長先生お願いいたします。 

 

 
 研  究  発  表  パワーポイントの画面共有 

 

 

○（ ）校長先生、ありがとうございます。それでは、全体協議Ａの時間とい
たします。研究発表への質問や意見・感想等をチャット欄に記入していただ
いておりますが… 

  ※記録者がチャット欄を確認し、司会者に提供できるようにする。 

   それをもとに、話を進める。 

   記述が少なければ、記述を求めるとともに発言を促す 

  

 

 全体協議Ａ（質疑応答、意見・感想等）  
 

 

※司会者は適宜まとめ、関連付けながら進行する。 

 

○それでは、この後のブレイクアウトルームによるグループ討議の説明をしま
す。まずは、グループごとのブレイクアウトルームに入室していただき、音
声等を確認していただきます。それがすんでから、随時休憩をおとりくださ
い。グループ討議開始時刻は、（14:10）からとなります。 

 （もし、グループに入れないような場合は、当日大会本部 ○○○－△△△
△－◇◇◇◇）までご連絡ください。） 

 
○続いてグループ討議の説明をします。 

・二つの視点に沿って討議をしていただきます。 

視点１は、「○○○○○○○○○○○○○○○」 

  視点２は、「○○○○○○○○○○○○○○○」となります。 
討議の中で校長の役割や指導性について必ず究明していただきたいと思い
ます。 

・司会者、記録者は事前にお願いしております。発表は記録者の方にお願い
いたします。 
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14:00 
 
 
 
 
 

14:10 
 

 

 

 

 

＝＝＝ 
 

15:10 

 

 

15:20 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15:50 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

９ 休憩 

（10分間） 
 

 

 

 

10 グループ討議 
（60分間） 

 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

11 休憩 

（10分間） 
 
12 全体協議Ｂ 
（30分間） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13 まとめと今後 
 の課題 
（10分間） 

 
 
 
 
 
※挙手ボタン例 

 
 
 
 
14 司会者挨拶    
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半司会者 
 
＝＝＝＝＝＝ 
 
 
 
 
 
 
 
グループ 

司会者 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝＝ 

 

会場責任者 

 

 

後半司会者 
 
   

後半司会者 
 

 

 

 

 

 

 

 

後半司会者 

 

 

 

 

 

 

 

後半司会者 

 

 

  趣旨説明者 
   

 

後半司会者 
   

後半司会者 
  

 

 

 

後半司会者 

 

 

 

・（A、B、C…）グループは視点１を、（D、E、F…）グループは視点２を
先に討議してください。 

・先に討議した視点について、話し合った内容をキーワード化し、簡潔にま
とめておいてください。 

・そのあと、ブレイクアウトルームを退出していただき、この全体分科会の
方に戻ってきていただきます。再度、音声等を確認してから休憩を取りま
す。 

・各グループの発表時間は（５）分間です。 

・討議の状況をみながら、グループごとに適宜休憩をとってください。 

・全体協議Ｂは15：20から行います。 
○それでは、それぞれのブレイクアウトルームにお入りください。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 ブレイクアウトルーム入室 休 憩  
 

 

 各視点についてのグループ討議  
 

 

○自己紹介 

○A、B、Cグループは視点１→視点２ 

 D、E、Fグループは視点２→視点１ について討議 

○まとめ（キーワードをもとにした発表に備える） 

 ※適宜休憩を交えてよい 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
○（全体の場に戻ってきた先生たちに）音声が確認出来たら、15:30まで休憩
をとってください。 

 
○後半を開始します。ここからの司会は、（ ）立（ ）小学校（ ）が務め
ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○全体協議Ｂを始めます。視点１について３つのグループ（A、B、C…）に発
表をお願いします。 

  （その後、視点１について全体で討議する。グループの発表のどこかを捉え
て、挙手ボタンなどで全体の傾向を確認するなども有効） 

 
 

 全体協議Ｂ（視点１）  

 

 

○視点２について３つのグループ（D、E、F…）に発表をお願いします。 
  （その後、視点２について全体で討議する。グループの発表のどこかを捉え

て、挙手ボタンで全体の傾向を確認するなども有効） 

 

 

 全体協議Ｂ（視点２）  

 

 

○趣旨説明者から研究のまとめと今後の課題についてお話しいただきます。 

 

 
 まとめと今後の課題  

 

 

○（ ）先生、ありがとうございます。 

 

（分科会の振り返りや満足感を共有する質問をして、全体の傾向を示す。） 

例） 

Ｑ１）・・・・・・・・・・ 

Ｑ２）・・・・・・・・・・ 
 

○以上で研究討議を終わります。 

 それでは最後に、貴重な研究発表をしてくださった、（ ）地区の（ ）先
生、代表して発表してくださった各グループの校長先生、この分科会の趣旨
説明、まとめをしてくださった（ ）先生に大きな拍手で感謝の気持ちを表
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16:00 
 

 

 

 

 

 

16:05 

 
 
15 閉会の言葉 
 
 
 
 
 
 

 

 

運営責任者 
   

 

 

 

したいと思います。 

 

○本日ここにお集まりの皆様方、そしてオンラインで参加された皆様方の積極
的な参加をいただき、本分科会の討議が活発に行われましたこと感謝申し上
げます。 

 以上をもちまして、第（ ）分科会を終了いたします。 

 

皆様、大変お疲れ様でした。本日は誠にありがとうございました。順次、ご退
出ください。 
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第 65 回北海道小学校長会教育研究旭川大会 分科会討議資料 

 

１ 分科会の趣旨 

 知識基盤社会においては、習得した知識・技能を活用して新たな課題を解決する力や創造性を育

む教育が求められ、新たな知を拓く教育の創造に努めていく必要がある。校長は、学校経営力を磨

き、学校改善に向けた強い意志と使命感をもち、家庭や地域との連携を大切にして信頼関係を構築

しながら、学校経営の改革に取り組んでいくことが肝要である。そのためには、変化する時代の潮

流や近未来的な課題と教育の役割を踏まえ、経営方針を明確にして、教育活動を展開し、絶えずそ

の評価と改善を進めていかなければならない。 

学校評価においては、自己評価とともに学校関係者評価が実施され、さらに第三者評価の規定も

明示されている。学校は経営や教育活動の自律的・継続的な改善に努め、評価をより実効性のある

ものとし、説明責任を果たさなければならない。そして、連携・参画の在り方について家庭や地域・

関係機関と論議し、共通理解を形成していくことが重要である。  

一方、人事評価においては、教職員が発揮した能力や業績等の評価を昇給や昇任に反映させる取

組が進んできている。校長は評価者として教職員への適切な指導と対話を重ね、各自の意識変革や

能力開発を促し、個々の人事評価が学校の組織全体の成長発展につながるように取り組むことが大

切である。 

本分科会では、教育を巡る状況と子どもの未来をしっかりと見据えた学校経営の在り方について

考え、学校評価と人事評価をツールとした組織マネジメントの改善等を通して、学校における教育

の改革を着実に推し進め、学校教育の充実を図るための具体的方策と成果を明らかにする。  

 

２ 研究の視点（討議の柱） 

⑴ 学校経営の改善に向けた学校評価の充実 

・学校評価における評価システムの活性化と評価内容や評価方法の創意工夫 

・教育活動全体の見直し改善や学校運営と組織の改革  

⑵ 教職員の資質・能力の向上に向けた人事評価の工夫  

・人材育成における校長の指導性と意欲を高める人事評価を生かした学校経営の推進  

・教育活動全体の見直し改善や教員の資質・能力の向上  

 

３ 昨年度までの成果・課題 

【成 果】 

視点１ ・学校経営ビジョンの明確化と保護者・地域との共有化の重要性が改めて共有された。  

・学校評価の実効性が確保できる推進組織を中核とした評価システムの構築・機能化及

び評価内容・評価方法の工夫改善が重要であることが共有された。 

 視点２ ・信頼関係を醸成し、意欲や達成感を高める評価の重要性が共有された。 

【課 題】 

視点１ ・子どもの姿を通して評価・改善していく必要がある。（視点１、２共通の課題） 

視点２ ・教職員個々の資質・能力・意欲の向上に向けての組織マネジメントの視点を生かした

評価の工夫が必要である。 

 

 第３分科会 「評価・改善」 

 

   【研究課題】 学校教育の充実を図るための評価・改善の推進と校長の在り方 

令和４年度の水色冊子から転

載し、最新の記載に差し替える。 

令和４年１月発行の研究集録

「小学校教育」第 58号を参照し、

書き換える。成果と課題を読み

取り、可能な限り二つの視点に

分けて記載する。 
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４ 研究発表 

      ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

○○○○○○○○○○○○○ 

  

◇研究発表者 ○○地区 ○○○立○○○学校 校長 ○ ○ ○ ○ 

 

 ◇研究の概要 

○○地区校長会では、管内全ての小・中学校長が共通の研究課題究明に向けて共同研究を推

進している。昨年度に引き続き、今年度においても「『学校経営ビジョン』の実現に向けた校

内組織の活性化と教職員の資質向上」を研究課題に据え、「組織活性化」と「教職員の資質向

上」を目指して、各学校において学校評価・人事評価をツールとして活用した取組が行われて

いる。 

具体的には、「小中一貫教育校において、学校評価項目や人事評価項目の工夫・改善に着手

したことにより、経営方針の一体化と組織改革を図った事例」「中学校区連携型ＣＳ校におい

て、地域住民による学校評価を実施したことにより、地域ぐるみで子どもを育てる仕組みづく

りにつながった事例」「人事評価シートの学校設定項目を活用し、働き方改革の推進を図った

事例」など、各学校において校長がリーダーシップを発揮しながら学校改善が進められている

ところである。 

【趣旨説明のメモ】 

 

 

 

 

 

 

 

【発表内容に対する感想、意見、質問等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体協議Ａのメモ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表原稿を参照し、書き換え

る。分科会の発表内容を簡潔に

伝える。 
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５ グループ討議 

視点１ 学校経営の改善に向けた学校評価の充実 

・学校評価における評価システムの活性化と評価内容や評価方法の創意工夫 

・教育活動全体の見直し改善や学校運営と組織の改革  

＜関連キーワード＞ 学校経営ビジョン、グランドデザイン、目標と評価の整合性、 

評価項目の改善、校内組織体制づくり、組織の活性化、 

ＰＤＣＡサイクル、カリキュラムマネジメント、目標の具体化、 

数値目標、保護者・地域への発信・協力、 

コミュニティースクール、小中一貫教育 

【グループ討議 視点１のメモ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２ 教職員の資質・能力の向上に向けた人事評価の工夫  

・人材育成における校長の指導性と意欲を高める人事評価を生かした学校経営の推進  

・教育活動全体の見直し改善や教員の資質・能力の向上  

＜関連キーワード＞ 人事評価シートの活用、面談の工夫、コミュニケーション、 

人材育成、ミドルリーダー、若手とベテラン、意欲と達成感、 

授業改善、授業観察、タイムリーな評価と指導、 

適正な評価、効果的・効率的な評価、 

評価時間の確保、働き方改革 

【グループ討議 視点２のメモ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ グループ討議から、研究の視点１、２について討議内容を簡潔にまとめると。（キーワード等

で） 

【視点１】 

 

 

【視点２】 

 

 

グループ討議の活発化、焦点

化を図るためのヒントとなる

キーワードを記載する。 
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第 65回北海道小学校長会教育研究旭川大会 

分科会の手引き  第（ ）分科会 改訂版 

１ 分科会の進め方 

○ 各分科会の Zoomの ID＆パスワードを入力し入室してください。 

○ 全ての分科会で、Zoomのブレイクアウトルームを利用してグループ討議を行います（１グル

ープ（６）名程度）。 

○ 全体協議Ａの後に休憩時間を 10 分間とります。グループ討議中の休憩につきましては、  

グループで適宜お取りください。 

○ グループ討議内容の発表は、すべてのグループに発表していただきます。 

   （Ａ、Ｂ、Ｃ…）グループは視点１の内容について、（Ｄ、Ｅ、Ｆ…）グループは視点２の

内容について発表してください。 

 

２ 分科会の流れ 

12:30  Zoom入室開始                        

13:00  開会（担当者紹介、司会者挨拶、討議の進め方）       10分 

13:10  趣旨説明                          5分 

13:15  研究発表、討議資料記入                  15分 

13:30  全体協議Ａ（質疑応答、意見・感想等）           20分 

13:50    ブレイクアウトルームによるグループ討議の説明       10分 

     14:00  休憩                           10分 

      14:10  グループ討議（視点１・視点２、適宜休憩含む）       60分 

      15:10    休憩                           10分 

      15:20  全体協議Ｂ（グループ発表、視点１・視点２の全体協議）   30分 

   15:50  まとめと今後の課題                    10分 

      16:00  閉会・諸連絡                        5分 

   16:05  終了 

 

３ グループ討議の進め方 

○ 研究発表に対する参加者の感想や意見を集約して、課題解決の具体的な方策を検討します。   

○ 記録については、事前にデータで送付している記録用紙をお使いください。 

  ・記録用紙は PDF などデータ化（記録担当者）して、９月 13 日（火）までに司会者（事務局

幹事）に送ってください。 

○ 討議内容発表は、記録担当者が発表をお願いします。 

  ・記録用紙にキーワードを書いて、（５）分程度で発表していただきます。 

 

 

４ グループ討議の流れ 

① 各視点の討議の柱にそって、一人ずつ意見を述べます。 

 ② 司会者を中心に、出された意見からキーワードを絞り、意見交換を行います。 

  ③ 校長として果たすべき役割と指導性について討議し、意見をまとめます。 

   ※（Ａ、Ｂ、Ｃ…）グループは視点１を先に討議し、その後視点２について話し合います。 

      ※（Ｄ、Ｅ、Ｆ…）グループは視点２を先に討議し、その後視点１について話し合います。 

   ※ 先に討議した視点について、グループの記録担当者が記録用紙に記録します。 

      ※ 時間の管理は、司会の方が行ってください。 

この流れを基本とする。分科会の事情により多少の時間の前後はありうる。 
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５ お願い 

◇ グループ討議に先立ち、名刺交換ができないため、自己紹介の時間を設けます。1人 1分

程度で学校名、お名前、ご自分の学校の特徴的な取組や地域の様子などをざっくばらんに

お話していただきますので、ご準備をお願いします。 

◇ 当日、急に参加できなくなった場合やブレイクアウトルームの入退室などでお困りの場合

は、（０００－００００－００００）に連絡してください。 

 

 

- 32 -



  フリップ参考例 
 
   令和元年 胆振・苫小牧大会で作成されたフリップ例です。 
   「各グループの話し合いを一言で表すと」という視点でお書きください。 
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月 日 Ｎ Ｏ ．

第 １ 分 科 会

記 録 者 氏 名

（ 視 点 １ ・ ２ ）

１ 未 来 を 見 据 え た 魅 力

あ る 学 校 経 営 ビ ジ ョ ン

の 策 定

２ 学 校 経 営 ビ ジ ョ ン に

基 づ く 創 意 と 活 力 に

満 ち た 学 校 経 営 の 推 進

重要度等でナンバリング

ラベル欄

自由記述・メモ欄
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※キーワードを使って視覚的に表現してみましょう！

○ １ ペ ー ジ の ラ ベ ル 欄 に 書 か れ た キ ー ワ ー ド な ど を 使 っ て ， で き る だ

け 視 覚 的 に 分 か り や す く 構 成 す る 。

○ 右 側 に シ ン キ ン グ ツ ー ル の 概 略 を つ け ま し た 。 思 考 す る と き だ け で

は な く ， キ ー ワ ー ド の 関 係 を 表 す 時 に も 使 え る 場 合 は ， ご 活 用 く だ さ

い 。
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＜ 記 録 用 紙 と お 願 い ＞

こ の 記 録 用 紙 は ， こ の よ う に 使 っ て く だ さ い ， と い う 決 ま り は あ り ま せ ん 。 使 い 勝 手 の

よ い よ う に ，ど の よ う に お 使 い い た だ い て も 構 い ま せ ん 。２ ペ ー ジ 目 に あ る「 全 体 協 議 B」

の 発 表 で 必 要 な 「 フ リ ッ プ 」 を 作 る の に お 役 立 て く だ さ い 。

使 用 例 と し ま し て は ，

① 最 上 段 の 右 側 の ブ ロ ッ ク に 「 討 議 の 視 点 」 な ど を 記 入 し て お く 。（ 第 １ 分 科 会 の 例 を

入 れ て あ り ま す 。）

② 発 言 者 一 人 の 発 言 に つ き １ ブ ロ ッ ク を 使 っ て ， 要 点 を 「 自 由 記 述 ・ メ モ 欄 に 」 記 入 す

る 。（ ① の 視 点 を 意 識 し な が ら ）

③ 記 入 し な が ら ， キ ー ワ ー ド に な り そ う な 言 葉 は 赤 で 囲 む と か ，「 ラ ベ ル 欄 」 に 書 き 出

し て お く 。

④ ど ん ど ん 記 入 し ， １ ペ ー ジ が い っ ぱ い に な っ た ら ， ２ ， ３ ペ ー ジ へ と 進 む 。

⑤ 最 後 に ，「 ラ ベ ル 欄 」 に 書 き 出 さ れ た 言 葉 や 赤 で 囲 ま れ た 言 葉 を 見 な が ら ， ナ ン バ ー

リ ン グ 欄 に ， 重 要 度 な ど が 分 か る よ う に 数 字 や 記 号 （ ◎ ， ○ ， △ ） を 入 れ る 。

⑥ こ こ ま で の 作 業 は ，「 全 体 協 議 B」 の 発 表 で 話 す 内 容 の ピ ッ ク ア ッ プ や 順 序 を 考 え る

の に 役 立 ち ま す 。 ま た ， 重 要 度 に し た が っ て ， ２ ペ ー ジ に あ る 発 表 用 の 「 フ リ ッ プ 」 を

作 る と き に も 役 立 ち ま す 。

⑦ ２ ペ ー ジ 目 に は ，「 フ リ ッ プ 」 の 用 紙 を つ け ま し た が ， 縦 書 き で も 横 書 き で も 構 い ま

せ ん し ， こ の 用 紙 で は な く ， カ メ ラ 写 り を 考 え て 画 用 紙 な ど を 使 っ て い た だ い て も 構 い

ま せ ん 。

⑧ 最 後 に 「 フ リ ッ プ 」 が で き ま し た ら ， 発 表 準 備 で す 。 必 要 な ら ， 記 録 用 紙 を 点 線 か ら

９ 分 割 し ま す と ， 話 し た い 順 に 並 べ 替 え る こ と も で き ま す 。

⑨ 「 全 体 協 議 B」 で は ， 記 録 者 の 皆 様 の 発 表 を 手 が か り に ， 話 題 を 広 げ て い き た い と 考

え て い ま す 。 ど う ぞ ， よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

＜ ご 相 談 ＞

※ 作 成 し た 「 フ リ ッ プ 」 は ， 提 出 し て も ら う こ と に な る と 思 い ま す が ， １ ペ ー ジ の メ モ

も 提 出 が 必 要 で し た ら ， 事 前 に 断 っ て お く 必 要 が あ る と 考 え ま す 。 い ず れ に し て も ，

Ｐ Ｄ Ｆ デ ー タ に し て 送 っ て も ら う こ と に な る と 思 い ま す 。
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分科会の記録（研修部提出用） 

                           第   分科会 研究テーマ「         」 
 

１ 発表題                                 
 

２ 発表者                       
 

３ 分科会の内容 
（１）発表されたキーワード 

 

    ・              

    

    ・              

 

    ・              

 

    ・              

 

    ・              

 

（２）「討議されたこと」「話題となったこと」 

 

  ・                                 

    

  ・                                 
   

  ・                                 

 

  ・                                 

 

  ・                                 

 

（３）「全体で確認されたこと」（「～が大切である。）「～が今後求められる。）など） 

 

  ・                                 

    

  ・                                 
   

  ・                                 

 

  ・                                 

 

  ・                                 
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第 65回北海道小学校長会教育研究旭川大会 

研究集録「小学校教育」59号 編集計画（案） 
 

１ 研究集録について 

① 第 65 回北海道小学校校長会教育研究旭川大会の諸記録は、研究集録「小学校教育」59 号

（会報教育北海道別冊）に集録される。 

  ② 主体は道小研修部 

③ 発行予定  令和４年 12月 

  ④ 全体構想  Ａ４版、横書き、左右２段組、約 75ページ 

          １ページ割付 26字×46行×２段＝2,392字を基本とする。  

 

２ 研究集録編集要領について 

（１）編集構成・内容・担当 

頁  数 割当 項 目 ・ 内 容 写真掲載 原稿執筆担当 記 録 

  表紙  実委研究部  

  表～絵か写真 

裏～表紙の言葉 30字×20行 

 
  

 中仕切 全体会表紙    

 
 

表～主題、副主題、スローガン 

裏～白紙 

大会風景

写真 
道小研修部  

  目次  道小研修部  

１Ｐ １Ｐ もくじ    

  開会の挨拶  実委研究部  

１・２Ｐ 

２・３Ｐ 

１ 

１ 

北海道小学校長会長挨拶 

旭川大会実行委員長挨拶 

顔写真 

〃 

道小研修部 

実委研究部 

録音・写真 

録音・写真 

  祝辞  実委研究部  

３～５Ｐ 

４～６Ｐ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

北海道知事 

北海道教育委員会教育長 

旭川市長 

全国連合小学校長会長 

顔写真 

〃 

〃 

〃 

道小研修部 

道小研修部 

実委研究部 

録音・写真 

録音・写真 

録音・写真 

録音・写真 

  道教委講話（前日の理事研より）  実委研究部  

８～11Ｐ 

７～11Ｐ 
５  顔写真 ＊道小研修部 録音・写真 

  当面の諸課題  実委研究部  

10～15Ｐ 

12～20Ｐ 

６ 

９ 
全国連合小学校長会長 顔写真 ＊道小研修部 録音・写真 

  大会主題・研究課題趣旨説明  道小研修部  

21Ｐ 

21Ｐ 
１ 北海道小学校長会研修部長 顔写真  録音・写真 

  大会の記録写真  実委研究部  

17・18Ｐ 

22・23Ｐ 
２ 

全体会場外観、実行委員会打合せ、

受付風景、進行、祝辞紹介、開閉会

式、全体会場風景、分科会、講演、大

会前日 

写 真 16

枚程度 
  

  研究大会開催要項＊大会要項の再掲  実委研究部  
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19Ｐ 

24Ｐ 
１ 

大会主題、副主題、スローガン 

１主催 ２主管 ３後援 ４期日 

５開催地 ６会場 ７日程 ８講話 

９当面の諸課題 10講演 

 

＊道小研修部  

  分科会運営委員一覧  道小研修部  

20Ｐ 

25Ｐ 
１     

  分科会    

21～54Ｐ 

26～58Ｐ 

３ ×

11 

(33P) 

分科会記録（11分科会） 

研究課題、趣旨、研究発表及び討議、 

まとめ 

参加者感想（３Ｐ目右下に掲載） 

各分科会

の風景写

真 

分科会記録者 

 

 

道小研修部 

録音・写真 

55・56Ｐ 

59・60Ｐ 
２ 大会参加印象記 

 
道小研修部  

  研究のまとめ  道小研修部  

57・58Ｐ 

61・62Ｐ 
２ 北海道小学校長会研修部長 顔写真   

  記念講演  実委研究部  

59～61Ｐ ３ 講演内容 顔写真 

風景写真 

 録音・写真 

  次期開催地挨拶  実委研究部  

62Ｐ 

63Ｐ 
１  顔写真 ＊道小研修部 録音・写真 

  編集後記  道小研修部  

 

（２）原稿作成までの手順 

  ■表紙 

作  成  手  順 備   考 

表 紙 写真 実委研究部 

表紙うら 

表紙の言葉 

①表紙を提供していただいた方に、執筆を依頼する。 

・30字×20行＝600字 

②道小へ送付する。（データと紙ベース） 

 

実委研究部 

 

■現地関係挨拶・祝辞、講演記録   

作  成  手  順 備       考 

①録音する。 

②録音の文字起こし～業者に依頼することも可 

③起こされた文章をもとに、執筆要領に従って

原稿化する。執筆要領は別紙参照とする。    

④掲載承諾をとる。 

⑤修正し、原稿を完成させる。 

⑥必要に応じて再度、掲載確認をとる。 

原稿完成 

⑦道小へ送付する。（データと紙ベース） 

○録音は実委研究部が行う。 

○不測の事態も考えられるので複数の機

械で録音する。 

○道小や事務局を通して読み原稿の提供

を依頼するが、不確定要素が大きい。 

○録音音源は各自保管する。 
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  ■道小関係挨拶・祝辞、道教委講話、当面する諸課題、次期開催地挨拶 

作  成  手  順 備       考 

①録音する。 

②録音の文字起こし～業者に依頼する。 

③起こされた文章をもとに、執筆要領に従って原

稿化する。執筆要領は別紙参照とする。    

原稿完成 

④道小へ送付する。（データと紙ベース） 

※掲載承諾、原稿の最終チェックは道小が行う。 

○録音は実委研究部が行う。 

○不測の事態も考えられるので複数の機

械で行う。 

○道小や事務局を通して読み原稿の提供

を依頼するが、不確定要素が大きい。 

○録音音源は各自保管する。 

 

■分科会記録 

 ※別紙分科会記録要領による 

 

（３）編集日程 

期   日 実委研究部が掲載承諾をとるもの 道小が掲載承諾をとるもの 

９月９・10日 ○旭川大会開催 

９月  日（ ） ○録音の文字起こし終了 

 

○記録担当者は、保存した写真データ（ＣＤ）を執筆担当者へ送付する。 

○原稿作成に入る。 

○掲載承諾をとり、修正し、原稿を完成 

 させる。 

○道小へ送付する。 

○原稿作成に入る。 

○道小へ送付する。 

 

道小への送付締

め切り（最終） 
10月３日（月） 10月３日（月） 

 

 

 

 

（４）原稿送付締め切り 

   1 回目    10月 3 日（月）  送付先は各分科会の道小担当幹事 

（道小幹事は内容を精査し最終提出する。） 

   2 回目（最終） 10月 1１日（火）   送付先は道小研修部（割石） 

（道小担当幹事から割石へ提出する。） 

（５）原稿の送付方法 

    ・電子データ 

 

（６）原稿の送付先  道小研修部研究集録担当者 
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分 科 会 記 録 要 領  

 

 

 

１ 研究集録「分科会記録」の概要・構成 

 各分科会３ページの割当で、次の４部構成となっている。 

（１）趣旨（趣旨説明者が発表したものの概要） 

（２）研究発表・討議  

（３）まとめと今後の課題（趣旨説明者が発表したものの概要）  

（４）参加者の声（道小研修部が直接原稿依頼し、集約も行っている） 

 

２ 大会集録用原稿作成の概要（分科会関係分） 

   大会集録の各分科会の割当は、１分科会３ページですが、その中に上記（４）の「参

加者の声」や「写真」なども含まれている。  

別紙「分科会記録原稿の様式」に従い、写真・参加者の声のスペースを確保し、原稿

を作成する。写真は、実行委員会で撮影し、分科会以外の記録と一緒に道小事務局に送

付する。 

 

３ 趣旨説明者の原稿について 

    趣旨説明者の「趣旨原稿」（５分程度）及び「まとめ」（１０分程度）の読み上げ原

稿は、最終修正した上で、趣旨説明者から第２記録者へお渡しするようになっている。

前日の分科会運営者研修会の際に確認する。 

    なお，集録原稿作成の際、「Ⅰ 趣旨」は趣旨説明の概要を、「Ⅲ まとめ」につい

ては、趣旨説明者のまとめを記述する。 

 

４ 事前の準備について 

    分科会の記録のための機器については、各自必要に応じて準備をお願いする。  

  （分科会の Zoom 画面の録画もしておき、原稿執筆に生かす） 

 

５ 原稿の提出について 

⑴ 提出期日 １回目    10 月３日（月） 

       ２回目（最終）10 月 11 日（火） 

⑵ 送付先  １回目：道小担当幹事（道小担当幹事は内容を精査し最終提出） 

       ２回目：道小研修部研究集録担当者※道小担当幹事から提出 
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分科会記録用の様式  

１ 原稿の様式について 

①26 文字×46 行×２段組 

②９ｐの大きさで 

２ ページレイアウト  （基本は、「小学校教育 56 号（胆振・苫小牧大会）」を

参考とする。） 

   ▼１ /３ページ目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第□□分科会△△教育 

  研究課題 

            30文字×12行 

 

 

 

 

 

 

分科会の様子 

  スナップ写真 

 24文字×12行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表及び討議の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ 趣旨  

 

    26文字×20行をめどに 

 

 

 

 Ⅱ 研究発表及び討議  

     

  

 

  ▼２ /３ページ目‥‥26 文字×46 行×２段組（写真を１枚入れる 10 行程度めど） 

  ▼３ /３ページ目（写真は入れない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         26文字×22行をめどに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ まとめ  

 

 

 

 

         26文字×46行 

 

 

 

 

第□□分科会に参加して 

 

      24文字×22行 
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- 1 -

道小旭川大会分科会イメージ

１ 役割の名称と会場での配置

①趣旨説明者（発表担当地区理事）

②研究発表者（発表担当地区から）

③司 会 者（旭川）

④司 会 者（道小事務局幹事）

⑤オンラインホスト（旭川）

⑥オンラインサブホスト・会場責任者・集録担当記録者（旭川）

⑦運営責任者（道小理事）

①趣旨説明者 ②研究発表者

⑦運営責任者

③司会者（旭川）

⑥サブホスト・

会場責任者・

集録担当記録者

④司会者（道小幹事）

⑤オンライン

ホスト
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  【分科会】(各分科会場＋オンライン)
    ・趣旨説明、研究発表    ・全体協議Ａ(質疑、意見交流等)
    ・グループ討議(Zoomブレイクアウトルーム)
    ・全体協議B(グループ発表)  等

16:05

受付・準備

  【全体会】(旭川トーヨーホテル＋オンライン)
    ・開会行事  ・当面の諸課題
    ・大会主題・研究課題 趣旨説明
    ・閉会行事(次期開催地挨拶等)

昼食・移動

11:40

17:00

正副会長研修会
(旭川トーヨーホテル)

11:00 12:00 13:00

9:00 9:30 13:00

昼食
理事研修会

(旭川トーヨーホテル)

運
営
委
員
会

分科会運営者研修会
分科会ごとの打合せ会

(各分科会場)

分科会
運営者
研修会
全体会
(トーヨー
ホテル)

準備

15:5515:00 15:15 15:35

移動

第65回北海道小学校長会教育研究

川のまち旭川から 子どもたちの笑顔と希望の懸け橋となって
未来をともに創り出そう！

第 ３ 次 案 内

大 会 主 題 自ら未来を拓き ともに生きる豊かな社会を創る自ら未来を拓き ともに生きる豊かな社会を創る

日本人の育成を目指す小学校教育の推進日本人の育成を目指す小学校教育の推進

大会副主題 ふるさとに誇りと愛着をもちふるさとに誇りと愛着をもち
ともに未来社会の創造に挑戦する子どもを育てる学校経営の推進ともに未来社会の創造に挑戦する子どもを育てる学校経営の推進

開 催 期 日 令和４年 開催地

第65回北海道小学校長会教育研究旭川大会は感染症拡大防止の観点から、ハイブリッド
大会へ日程と内容を変更して開催いたします。校長の職能向上と本道教育の質の向上を目
指し、３年ぶりに分科会グループ討議を開催するなど、分科会の充実を検討いたしました。
どうぞ温かいご理解をいただき、実りある大会への実現にご協力賜りますようお願い申し
上げます。
令和４年６月

北海道小学校長会 会 長 紺 野 高 裕
第 65回北海道小学校長会教育研究
旭川大会実行委員会 委員長 石 前 聖 香

１ 主 催 北海道小学校長会

２ 主 管 旭川市小学校長会

３ 後 援 北海道教育委員会・旭川市・旭川市教育委員会
全国連合小学校長会・公益社団法人日本教育会

４ 開催方法・日程等 ※会同とZoom会議システムによるハイブリッド開催

＊大会役員、大会実行委員、分科会運営者、全連小関係者は会同による参加
一般参加者は、Zoom会議システムによる参加

【全体会】旭川市内全体会場から参加者へのオンライン配信

【分科会】旭川市内分科会場から参加者へのオンライン配信

【日 程】

９月８日(木)
会同による開催

９月９日(金)
会同とZoom会議
システムによる
ハイブリッド開催

５ 全体会・当面の諸課題 全国連合小学校長会長 大字 弘一郎 様
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６ 分科会 オンライン(Zoom)のIDとパスコード等は各参加者の
お申込メールアドレスへ後ほど連絡いたします。

研究領域 分科会 研 究 課 題

１ 経営ビジョン 創意と活力に満ちた学校経営ビジョンの策定と校長の在り方

Ⅰ ２ 組 織 ・ 運 営 学校経営ビジョンの実現に向けた活力ある組織づくりと校長の在り方学校経営

３ 評 価 ・ 改 善 学校教育の充実を図るための評価・改善の推進と校長の在り方

４ 知性・創造性 知性・創造性を育むカリキュラム・マネジメントの推進と校長の在り方

５ 豊かな人間性 豊かな人間性を育むカリキュラム・マネジメントの推進と校長の在り方Ⅱ 教育課程

６ 健 や か な 体 健やかな体を育むカリキュラム・マネジメントの推進と校長の在り方

７ 研 究 ・ 研 修 学校の教育力を向上させる研究・研修の推進と校長の在り方
Ⅲ 指導・育成

８ リーダー育成 これからの学校運営を担うリーダーの育成と校長の在り方 ( 令 和 ４ 年 度 は 開 催 し ま せ ん )

９ 学 校 安 全 命 を 守 る 安 全 教 育 ・ 防 災 教 育 の 推 進 と 校 長 の 在 り 方
Ⅳ 危機管理

10 危 機 対 応 様々な危機への対応、未然防止の体制づくりと校長の在り方 ( 令 和 ４ 年 度 は 開 催 し ま せ ん )

11 社会形成能力 社 会 形 成 応 力 を 育 む 教 育 活 動 の 推 進 と 校 長 の 在 り 方

12 自 立 と 共 生 自 立 と 共 生 の 実 現 に 向 け た 教 育 活 動 の 推 進 と 校 長 の 在 り 方Ⅴ 教育課題

13 社会との連携・協働 家 庭 や 地 域 等 と の 連 携 ・ 協 働 、 学 校 段 階 等 間 の 接 続 ・ 連 携 の 推 進 と 校 長 の 在 り 方

７ 参加申し込みについて<未送信の場合は、６月２４日(金)までにお願いします>

【参加費】１，５００円 (会同による参加者昼食代１,２００円別途)

※会同による参加者昼食代につきましては，改めて確認いたします。

参加申し込みの流れ

Ａ：個 人 会 員(①GoogleformをＤへ、②をメールでＢへ 両方に送信

①(Googleform) https://forms.gle/LfAkuFzaw149rp2JA (PC用 Googleformアドレス)
②申込用紙(北海道小学校長会 HPよりダウンロード)

Ｂ：各市町村校長会担当者(③をメールでＣへ送信)

③市区町村参加集約表
(北海道小学校長会 HPよりダウンロード)

Ｃ：地区校長会担当者(④をメールでＤへ送信)

④地区参加集約表(６月２４日(金)迄)
(北海道小学校長会 HP よりダウンロード)

Ｄ：実行委員会事務局 (0166-51-8120)旭川市立高台小 玉井 一行
メール kouchou@takadai.els.asahikawa-hkd.ed.jp

○参 加 申 込 ６月24日(金)迄(個人・地区で未送信の場合)

○変更・取消 ７月８日(金)迄に市町村地区担当者を通してご連絡ください。
各締切日

(参加費振込後の返金はできません)、

○参加費振込 ７月29日(金)迄

①

個

人

申

込

⑤ ⑥

⑤参加費
請求書送付
７月上旬迄

⑥各地区参加者分
をまとめて
７月29日(金)迄
下記口座へ振込

【振込先】※振込手数料はご負担をお願いします
店名：旭川信用金庫西神楽特別出張所
口座：第65回北海道小学校長会教育研究

旭川大会 会計 浅野智子
店番号：０１２ 口座番号：０１３９６９４
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８ 会場案内 ★会同の皆様は全体会場から係がご案内します。

①旭川トーヨーホテル(７条通７丁目) ℡ 0166-22-7575

全体会場 ２階 丹 頂

分科会場 １ 経営ビジョン ３階 水 晶
２ 組 織 ・ 運 営 ３階 琥 珀
11 社会形成能力 ２階 珊 瑚
12 自 立 と 共 生 ２階 アゴ ー ラ
13 社会との連携・協働 ３階 サファイア

②旭川市民文化会館(７条通９丁目) ℡ 0166-25-7331

分科会場 ３ 評 価 ・ 改 善 ３階 大会議室
４ 知性・創造性 ２階 第２会議室
５ 豊かな人間性 ２階 第３会議室
６ 健 や か な 体 ３階 第５会議室

③上川教育研修センター(６条通４丁目) ℡ 0166-24-2501

分科会場 ７ 研 究 ・ 研 修 ２階 講 堂

④旭川市ときわ市民ホール(５条通４丁目) ℡ 0166-23-5577

分科会場 ９ 学 校 安 全 ４階 多目的ホール

旭 川 大 会 実 行 委 員 会 事 務 局 旭川市立高台小学校 玉井 一行
〒071-8144 旭川市春光台４条４丁目 電話0166-51-8120 FAX0166-51-9302

Email：kouchou@takadai.els.asahikawa-hkd.ed.jp
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